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「広域豪雨に如何に対処するか？」	
　国分寺市にふるさとをつくる会	
	　　　　　　　　理事　村瀬	方郎	　	
　今回の西日本豪雨は、太平洋高気圧が本
州の東側にあり、空気の通り道が広がり、
そこに南や南西から風が吹き、大量の蒸気
を含んだ暖かく湿った空気が、次々と流れ
込む線状降水帯が、西日本の広い範囲で、
何度も発生した。これまでも大被害をもた
らした梅雨前線には、線状降水帯が発生し
て、その地点辺りにドシャ降りが長時間続
いて大被害になった。今後も線状降水帯は
発生しそうであり、国土交通省は施設では
防ぎきれない大洪水は必ず発生するとの前
提でソフトによる対策を強化した。ハザー
ドマップの作成や早期の避難等で人的被害
を最小限にする。ソフト強化を進める背景
にはハードの整備が財政的に難しいため。
ソフト防災の前提は住民への速やかな災害
情報の伝達であるが、今回気象庁は広域に
大雨特別警報を出し、警報と前後して各自
治体も住民に避難を呼びかけたが、警報を
知らなかった人が少なくなかった。そして、
逃げ遅れたケース。豪雨で防災無線が聞き
取れなかったり、単独での避難が難しい高
齢者のケース。警報が出たのが夜間で避難
をためらったケースもあった。大雨特別警
戒を確実に住民に届け、高齢者世帯も含め
避難に結びつけられるように政府は伝達方
式の見直しを進める方針である。	
　ハザードマップなどで自分に降りかかる
危険を警報から認識し、警報や避難勧告の
前に避難することが重要である。方式の見
直しを進める方針である。ハザードマップ
などで自分に降りかかる危険を警報から認
識し、警報や避難勧告の前に避難すること
が重要である。		

日吉町町内会	

社協から表彰状贈呈について	
　　　　　　　　会長　鹿島義之	
　当会は今回社会福祉法人国分寺市社
会福祉協議会法人化50周年記念式典で、
登録団体９３団体の内６団体に選ばれ
表彰状を贈呈されました。当会は国分
寺市地域福祉推進協議会に設置以来毎
年参加しています。目標は地域力を
アップすることを取り上げました。そ
のため地域の防犯防災知識の向上のた
め小金井警察署の防犯啓発チラシを年
６回配布し、そして通学路・高齢者の
見守り強化を図るために、声掛け運動
を実施しています。同時に地域の防犯
防災行事に参加して、協力体制の構築
を図ろうとしています。結果として、
地域力が少しでも向上となればと思っ
ております。今回登録団体６団体に推
薦して頂き、表彰状贈呈されたことは
地道な活動が評価されたと思っていま
す。これからも地道な活動を継続して
行きたいです。よろしくお願いします。	

ふるさとのむかしばなし 
　　　　　　　　「お盆」 
みなさんのお宅のお盆はいつです
か？多くの方は8月の15日前後の「旧
盆」ですよね。または「東京盆」と
いって7月15日前後に行う方もいらっ
しゃると思います。ちなみに仏教的
には7月の方が正しいらしいですね。
8月はあくまで「旧暦盆」だそうです
よ。 
ところで国分寺の昔からの農家は家
にもよるのですが，8月の1日前後に
行う家が多いのです。これは養蚕を
やっている家が多かったこの辺は，
満月の時期は蚕の世話が忙しく，お
盆どころではなかったからだと言わ
れています。 
「お蚕様」というぐらい大切にされ
ていた蛾の幼虫は，地獄の釡を開く
日程すら変えてしまうほどの力を
持っていたというお話。（てつ） 
	

「緊急、災害の防止」体制を整えよう	
		国分寺市にふるさとをつくる会監事	
		防災推進仲間の会代表	縄田敬二郎	
	
　私は先日、新幹線で九州に墓参りに行き
ました。窓から見える岡山、広島、熊本の
一部に地震、大雨、洪水、山崩れ等による
悲惨な情景が多々ありました。私は、当地
域に永く住んでいましたので、知人等に連
絡しましたが、復興には多くの時間と援助
が必要となり	

ます。地域の人たちは炎暑の中、応援
の方と共に苦労されております。	
　いつどの様な形で災害が当地区に発
生しても充分な体制と事前の準備のた
め講演会、研修会、防災訓練、等々を
実施していきます。「防災推進の街づ
くり仲間の会」は新しい体制で皆様と
共に活動して参ります。	

防災推進の街づくり仲間の会	

大阪北部地震に学ぶ	

　　　　	都市部の災害	
													副代表　中尾明長	
	大阪に生まれ育った私の親類縁者は
今も大阪に多い。６月18日午前７時58
分、震度６弱の地震が発生したと知っ
て弟の携帯に電話した。通勤途上で
あった弟は「大丈夫」とだけ言って電
話を切った。震源は大阪駅から北東
40kmの京都駅とのほゞ中間の高槻市附
近で一帯は断層地帯と言われている。
報道では深さ13km、マグニチュード
６.１との事で大阪では多数のビルで
エレベーターが停止、震源地方面の民
家では屋根瓦が落ち、ブロック塀・門
の倒壊、家具の転倒で本や食器が放出
した由。大きく報じられたのは地下鉄
やモノレールも含め殆どの鉄道が翌日
まで動かず、高速道路封鎖で一般道に
車が溢れ、踏切も遮断したままで、人
は急ぎ足もままならぬ状態だった由。
ライフラインに大きな被害が出ず、火
災も報じられなかったのは、幸いだっ
た。	
	
	

コラム 

国分寺市立第九小学校	

　　総合学習を担当しました	
　平成30年6月27日３年生８５名を対
象に、教室・エックス山で実施しまし
た。“自然を知ろう”「身近なエック
ス山の植物・昆虫・保全管理」がテー
マです。前半教室でお話、後半はエッ
クス山での観察学習を行いました。	
子ども達は、教室での事前学習・エッ
クス山での植物・昆虫との出会いで、
楽しい時間になったようでした。	
国分寺市にふるさとをつくる会	
森の教室インストラクター会	
エックス山等市民協議会にも協力・支援を
頂きました。	



森の自然塾

	ホームページをご覧ください。

	・npo-kokubungifurusato.jp

	

		8月	5日(日)	姿見の池ホタルの会作業

　	　　	9:30	姿見の池

				8日(水)	森の教室運営委員会

　	　　	9:30	恋ヶ窪公民館

　　12日(日)	環境ひろば

							10:00	国分寺市役所会議室

				12日(日)	ふるさとの会	合同幹部会議

　	　　13:00	恋ヶ窪公民館

　		12日(日)	野川源流自然再生準備会総会	

　　　	15:30	恋ヶ窪公民館

　　18日(土)	日吉町町内会定例会

							13:30	第五小学校ランチルーム

				19日(日)	森の自然塾

								8:30	西恋ヶ窪緑地(Ｘ山)中央

				19日(日)	姿見の池ホタルの会作業

　	　　	9:30	姿見の池

				19日(日)	姿見の池ホタルの会会議

　		　	14:00	都営住宅集会所

				21日(火)	美しい用水の会幹事会

　		　	1５:00	ボラセンこくぶんじ

				26日(日)	東京都“里山へＧＯ！”

　　	　10:00～15:00姿見の池緑地地域

作業体験　	：下草刈り

　　　	　　　樹木伐採

自然体験学習:セミの抜け殻調査

　	　　　　　竹水鉄砲作り

　※親子＆個人で参加ください。

				26日(日)	防災推進の街づくり仲間の会

　	　　14:00	第九小学校図書室

				31日(金)	会報配布準備

							13:30	恋ヶ窪公民館（印刷は13:00～）

　　　　　　	(注)終了次第広報委員会

				31日(金)	多摩に歩く会会議

							15:00	恋ヶ窪公民館

８月行事予定

QRコード

高尾山３,０００回達成!	
　日吉町町内会会長代行	西浦茂光	
	２０１８年７月１３日、午前７時30分、
薄曇りの高尾山頂の三角点に立
つ、"３,０００回"の達成である。	
　早朝４時30分起床、５時30分出発、
９時30分頃には帰宅(冬季は、約30分遅
いが真っ暗です)	
　2015年２月２８日、２,０００回達成
から1,230日間、スタートから１０年と
１０ヵ月で３,０００回達成となりまし
た。富士山も雲間から顔を出して歓迎
してくれました。	
　高尾山は、2,007年ミシュランから三
ツ星に指定されて急激に登山者が増加
し、「歩きスマホ」をしている人を見
かけるようになりました。	
　先日高尾山の稲荷山コースを下山中、
狭い登山道に立ち止まってスマホをし
ている男性(20歳代)がおり、小生は、
「右側を通りますよ」と大声で注意し
たところ、半歩左側に避けながらスマ
ホから眼を離しません。	
	それほどまでにスマホゲームをしたい
のか？なら山に登るな！と思ったが言
えなかった。	
　高尾山にも山のルールがある、マ
ナーを守ってもらいたいものです。	
　小生の元気の源である高尾山を４，
０００回に向かって登り続けたいと
思っています。	

７月「森の自然塾」だより　	
　　　リーダー　長谷慎太郎	
　今年も「森の自然塾」担当の７月
がやってきました。プログラムＡ
「エックス山のおもろい植物探し」
では、マユミ・ムラサキシキブ・サ
ルノコシカケ・ゴンズイ等、また、
匂いのする植物はドクダミ・サン
ショ・ミントなど子供たちはエック
ス山の植物たちを五感で感じていま
した。プログラムＢは「竹水鉄砲を
作って遊ぼう」です。先輩たちの自
然塾を引き継いで４年目、スタッフ
も青梅での事前準備を楽しみながら、
準備万端、今年は早くから猛暑で当
日は素晴らしい水鉄砲日和となりま
した。参加者は一名を除いて全て初
参加者ですがスタッフの指導のもと、
組立完了。本番の「的当て」を待ち
きれない子供たちが試し打ち、水の
放物線と飛んだ喜び、歓声があちこ
ちで！。最後は今年も登場、	
「謎の黒覆面」子供たち、	
一瞬ビックリ、子供たちに追われ、
黒覆面退散で自然塾の幕となりまし
た。先輩たちが育てて来たエックス
山がいつまでも憩いの場、宝であり
ますように。	

	

　　　　　伝言板	
　　　森の自然塾のご案内	
　８月は１９日に行います。	
「せみの抜けがら調査」です。	
集合はＸ山に９時20分～40分、雨天
でも行います。	
雨天の場合は受付後九小に移動しま
す。(上履き持参下さい)	
親子でせみの抜けがら探し、	
お待ちしています。	

今日も頑張ろう！！	

”マト”を目指して一斉放水！	

東京都“里山へＧＯ！”姿見の池	
									が開催されます	
　東京都は自然という都民の財産を末
永く残し、“都民の癒しの場”、“子
ども達の自然体験学習の場”とすべく、
条例を定め保護することを進めていま
す。	
　国分寺姿見の池緑地保全地域もその
一つです。	
　都民のみなさんに現状を知って頂く
ためのイベントが開催されます。	
日時：8月26日(日)10:00～15:00	
場所：姿見の池緑地保全地域	
参加：参加費は無料です。	
　　　参加方法等詳細は、東京都	
　　　ホームページ里山へＧＯ！	
　　　をご覧ください。		
	

	

アサガオ	


